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第4回（平成23年度）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

資源のみち部門
清瀬水再生センター 下水汚泥ガス化システム
～わが国初 下水汚泥から新たなエネルギーを生み出し、地球温暖化防止に貢献する～

東京都

東京都では、清瀬水再生センターにおいて、温室効果ガス削減対策、再生可能エネルギーの創出を目的として、
日本初となる下水汚泥ガス化炉施設を導入しました。

計画時（平成 17 年度）の温室効果ガス排出量に対し、年間約 12,500t-CO2 の温室効果ガス削減効果が見込め、
東京都の地球温暖化施策に大きく貢献するものです。
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応募事例名 
清瀬水再生センター 下水汚泥ガス化システム 
～ わが国初 下水汚泥から新たなエネルギーを生み出し、地球温暖化防止に貢献する ～ 

東京都

応募事例の概要 

東京都では、清瀬水再生センターにおいて、温室効果ガス削減対策、再生可能エネル

ギーの創出を目的として、日本初となる下水汚泥ガス化炉施設を導入しました。 

計画時（平成 17 年度）の温室効果ガス排出量に対し、年間約 12,500t-CO2の温室効果ガ

ス削減効果が見込め、東京都の地球温暖化施策に大きく貢献するものです。 

  

 

下水汚泥ガス化炉全景 
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 昭和記念公園（163ha）の面積の約 20 倍の森林が吸収する量に相当 
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 一般家庭の約 8,500 世帯分に相当 
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 一般家庭の約 220 世帯分に相当 
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温室効果ガス削減効果 
 

約 14,500t-CO2 

約 2,000t-CO2 

約 90�削減 


